
神岡レーザー伸縮計で観測されたスマトラ沖地震に伴う歪変化 

Strain seismogram from the 2004 off Sumatra Earthquake recorded with the Kamioka 
100m laser strainmeter 
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2004 年 12 月 26 日のスマトラ沖地震の際に、神岡観測所に設置された 100m レーザー歪計で記録された歪記録に

ついて、報告する。あいにくデーターは地震源到達後、約 8 時間で中断しているが、いくつかの興味ある事象が確

認された。 

１)350 秒を超える P波が明瞭に確認された。 

２)初動から６時間の解析区間で、450 秒程度までのモードが確認された。 

３)東方約 200km に在る松代観測所の歪計と波形が良く一致している。 

４)日本の他の観測点では、10＾-10 の桁のストレインステップが見られたことから、神岡に於いても同程度の

ステップが十分に期待できる。 

 


